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ではタイ国中央銀行総裁タイサー女史と、同銀行の金融政策グループ Macroeconomic Policy 










































ちなみに 2006 年の同国の輸出は前年比 16.9％増で、1,297 億 4,410 万ドルと拡大している。
輸出金額の上位は 1 位がコンピュ－タと、その部品で対前年比 25.6％増。自動車、同部品 23.2％


































































































28.8％もあり、そのことを肯定的評価した、高いとの評価は 19.5％で、両者の差が 10 ポイン
トも多くある。次に担当する職務の具体的遂行能力と経験では、高いとの評価が 19.5％に対し
て、低いとの回答は 31.7％で、ここでも否定的な評価が 12.2 ポイントも多い。さらに担当職
務以外の能力や知識に関しては、低いと大変低いとの回答が 61.2％と多く、どちらともいえな
いが 39.0％で、高いとする回答は皆無である。次に、仕事の能率と生産性に関する評価では低





－ 29 － 
































－ 30 － 
価が 19.5％に対して、低いとの回答は 31.7％と 12.2 ポイントも多く、ここでも厳しい評価を
している。同じく品質に大きく関係する、担当する職務に対する責任に関しては低いが 26.4％






















































































































































































注 1． “2006 年版、JETRROI 貿易投資白書。”JETRO。2007 年。 
注 2． 2007 年版東洋経済臨時増刊 「海外企業進出総覧」東洋経済新報社。2007 年。 











－ 36 － 
にする 87.8％。⑧転職率が高い 82.9％。⑨仕事に対する意識が明確である 78.0％。
⑩能力を契約によって売るとの考え強い 78.0％。①1 技術移転が難しい 78.0％。⑫部
下への権限委譲が進まない 73.2％。⑬管理者は部下の人材育成が出来ない 70.7％。⑭
企業に対する loyalty が低い 56.1％。⑮コミュニケーションが十分に出来ない 51.2％。
⑯企業内で教育を受けていないので仕事を知らない 48.4％。⑰自分の仕事の範囲を明
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